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科学研究費補助金（学術研究助成基金助成金）が
交付された研究を紹介します。 研究

レポート

12

　日
本
企
業
が
国
外
で
研
究
開
発
（
R
&
D
）

活
動
を
行
う
動
き
は
、
1
9
8
0
年
代
半

ば
か
ら
活
発
化
し
ま
し
た
。
大
手
企
業
を
中

心
に
、
米
国
や
欧
州
の
有
名
大
学
あ
る
い
は

研
究
機
関
の
近
郊
に
基
礎
研
究
所
を
設
置
す

る
例
が
相
次
い
だ
の
で
す
。
現
地
大
学
・
研

究
機
関
と
の
共
同
研
究
や
、
現
地
研
究
者
に

よ
る
独
創
的
な
研
究
を
通
じ
て
、
現
地
に
存

在
す
る
高
度
な
技
術
資
源
を
取
り
込
ん
だ

り
、
新
事
業
に
結
び
つ
く
研
究
成
果
を
得
る

目
的
を
持
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
、

現
地
の
技
術
資
源
を
活
用
し
た
り
、
企
業
内

部
に
取
り
込
む
動
き
は
、
現
在
で
も
海
外
に

R
&
D
拠
点
を
設
置
す
る
重
要
な
理
由
に
な

り
ま
す
。

　他
方
、
こ
の
時
期
に
ア
ジ
ア
地
域
に
設
置

さ
れ
た
日
本
企
業
の
R
&
D
拠
点
は
、
現

地
市
場
向
け
の
製
品
開
発
や
既
存
製
品
の
改

良
を
目
的
と
し
た
拠
点
が
目
立
ち
ま
し
た
。

そ
の
数
は
欧
米
に
設
置
さ
れ
る
R
&
D
拠

点
よ
り
少
な
い
も
の
で
し
た
。
で
す
が
、
現

地
市
場
向
け
製
品
の
開
発
・
改
良
も
、
海

外
R
&
D
拠
点
を
設
置
す
る
重
要
な
理
由

な
の
で
す
。
も
ち
ろ
ん
、
欧
米
地
域
に
も

こ
う
し
た
目
的
を
持
っ
た
拠
点
が
置
か
れ
て

い
ま
す
。（
日
本
企
業
が
海
外
で
R
&
D
活

動
を
行
う
要
因
を
分
析
し
た
研
究
成
果
と
し

て
、
共
同
研
究
に
な
り
ま
す
がH

.O
dagiri 
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（
1
9
9
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所
収
、
等
が
あ
り
ま

す
。） 

　以
上
の
よ
う
な
傾
向
は
、
2
0
0
0
年

代
に
入
り
急
速
に
変
化
し
て
き
ま
し
た
。
欧

米
地
域
に
設
置
さ
れ
た
基
礎
研
究
目
的
の

R
&
D
拠
点
で
は
、
廃
止
さ
れ
た
り
、
機
能

を
転
換
す
る
事
例
が
相
次
い
で
い
ま
す
。
ま

た
、
現
地
市
場
向
け
製
品
開
発
・
改
良
を
目

的
と
し
た
R
&
D
拠
点
が
多
か
っ
た
ア
ジ

ア
地
域
に
、
基
礎
的
な
研
究
を
行
う
た
め
の

拠
点
や
、
グ
ロ
ー
バ
ル
市
場
を
志
向
し
た
製

品
開
発
を
行
う
拠
点
を
設
置
す
る
日
本
企
業

が
目
立
つ
よ
う
に
な
っ
た
の
で
す
。

　こ
う
し
た
傾
向
の
変
化
は
、
中
国
を
は
じ

め
と
す
る
ア
ジ
ア
諸
国
の
技
術
水
準
が
向
上

し
た
こ
と
、
中
国
・
ア
ジ
ア
諸
国
な
ど
の
新

興
国
市
場
に
お
け
る
競
争
力
を
強
化
す
る
必

要
性
が
出
て
き
た
こ
と
、
な
ど
が
主
な
理
由

と
し
て
考
え
ら
れ
ま
す
。

　今
回
の
研
究
で
は
、
2
0
0
0
年
代
に

入
り
目
立
っ
て
き
た
日
本
企
業
に
よ
る
海
外

R
&
D
活
動
の
変
化
に
焦
点
を
当
て
ま
す
。

そ
し
て
、
ど
の
よ
う
な
理
由
で
海
外
R
&
D

活
動
の
内
容
や
進
出
先
を
変
更
し
て
い
る
の

か
、
統
計
デ
ー
タ
や
ア
ン
ケ
ー
ト
・
デ
ー
タ

を
用
い
た
定
量
的
分
析
と
関
係
者
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
結
果
を
用
い
た
記
述
的
な
分
析
を
交

え
、
そ
の
要
因
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
研

究
の
大
き
な
目
的
で
す
。

　こ
れ
ま
で
も
今
回
と
同
様
な
テ
ー
マ
で
、

二
件
の
科
学
研
究
費
補
助
金
を
交
付
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
二
件
と
も
日
本
企
業
に
よ

る
海
外
R
&
D
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
焦
点
を

当
て
た
研
究
を
行
い
、
こ
の
時
の
研
究
成
果

に
基
づ
い
た
論
文
は
、
研
究
・
技
術
計
画
学

会
の
学
会
20
周
年
記
念
優
秀
論
文
（
日
系
多

国
籍
企
業
に
お
け
る
グ
ロ
ー
バ
ル
R
&
D

活
動
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
分
析
、2
0
0
7
年
）

に
採
択
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
も
高
評
価
が
得

ら
れ
る
研
究
成
果
の
輩
出
を
目
指
し
て
、
研

究
の
取
り
組
み
を
進
め
て
い
く
所
存
で
す
。

な
お
、
本
研
究
課
題
に
つ
い
て
は
、
本
学
経

営
社
会
学
科
の
董
光
哲
准
教
授
と
の
共
同
研

究
に
な
り
ま
す
。

日
本
企
業
に
よ
る
海
外
R
&
D
活
動
の
質
的
変
化
の

可
能
性
に
関
す
る
研
究
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術
研
究
助
成
基
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助
成
金

　基
盤
研
究
（
C
）に
採
択
）

経営社会学科
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